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研究成果の概要（和文）：「ワーキングメモリ」とは，学習において重要な能力であり，発達障害児童生徒の多くがワ
ーキングメモリに問題を抱えている。そこで，本研究では，ワーキングメモリの小さい児童生徒の特徴を明らかにし，
その支援方法を検討した。その結果，ワーキングメモリの小さい児童生徒は授業参加が少ないことが分かった。情報の
整理，情報の最適化，記憶のサポート，注意のコントロールといった支援方略を授業に適宜組み込むことで，ワーキン
グメモリの小さい児童生徒も含めたクラス全体の授業参加が促されることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：Working memory (WM) is an important predictor of academic achievement, and 
children with developmental disorders often have poor WM. This study examined the behavioral 
characteristics of children with poor WM, and how to support them. We found that children with poor WM 
spend less time on participating in class. Support strategies such as sorting out information, adjusting 
the amount of information, supports for memory, and the control of attention would facilitate the 
participation into class of not only children with poor WM but also other children in class.

研究分野： 人文科学
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１．研究開始当初の背景 
 「ワーキングメモリ」とは，短時間に頭の
中で情報を保持・操作する能力を指し，私た
ちの日常生活や学習を支える重要な能力で
ある。近年，ワーキングメモリと学習との密
接な関連性が明らかになっている。国語，算
数（数学），理科などの教科でワーキングメ
モリは，子どもの学習成績を予測する。また，
発達障害児童生徒の多くがワーキングメモ
リに問題を抱え，そのことが学習の遅れの原
因になっていることが指摘されている。 
 このような中，日本においては，ワーキン
グメモリ理論を学校教育場面に生かした実
践的な研究は今のところ行われていない。そ
こで，私たちは，オートメーティッド・ワー
キングメモリ・アセスメント  (AWMA : 
Automated Working Memory Assessment) 
（Alloway, 2008）を日本語に翻訳したうえで，
クラス単位で児童生徒のワーキングメモリ
のアセスメントを行い，そこで明らかになっ
たことを生かして，授業の改善と，学習遅滞
の可能性のある児童生徒の支援を試みるこ
とにした。 
 
２．研究の目的 
 本研究の具体的な目的は，以下のことを明
らかにすることである。 
（１）ワーキングメモリの小さい子どもが示
す授業や日常生活での一般的な行動特徴を
明らかにする 
 
（２）クラスでワーキングの小さい児童生徒
が参加しやすい場面や教師の支援方法を明
らかにする。 
 
（３）（２）で明らかになった場面や支援方
法に基づき，ワーキングメモリの小さい児童
生徒を含めたクラスのすべての児童生徒が
参加しやすいユニバーサルデザインのカリ
キュラム案を提案する。 
 
（４）（３）で提案したユニバーサルデザイ
ンのカリキュラムの有効性検証を行う。 
 
３．研究の方法 
 本研究の方法は，２の目的に応じて以下の
ことを実施した。 
（１）小学校の児童および中学生の生徒にク
ラス単位でワーキングメモリアセスメント
を行い，クラスでワーキングメモリの小さい
児童生徒，および中くらいの児童生徒に注目
し，国語，算数（数学），理科，社会の授業
で観察を行った。 
 
（２）国語，算数（数学），理科，社会の授
業で観察を行い，教師の発問に対する挙手の
割合を調べた。また，発問場面以外で，教師
がクラス全体に向けて発話した授業場面を
４つに分けて，それぞれの場面で観察対象の
児童生徒が授業に参加しているかどうかを

調べた。４つの場面は，第 1 に，教師が児童
に具体的な行動を指示する「教師指示」であ
り，児童生徒がそれに対応した行動を行った
場合，「授業参加」とした。第 2 に，教師が
板書している「板書」であり，観察対象児が
ノートに書き写したとき，「授業参加」とし
た。第 3 に，観察対象児童生徒以外の子ども
が発言している「他児発言」であり，観察対
象児が聞いていると判断できる場合，「授業
参加」とした。第 4 に，教師が課題や教材に
ついて説明を行ったり，児童の発言の補足な
どを行ったりする「教師説明」であり，観察
児童生徒が聞いていると判断できる場合，
「授業参加」とした。 
 
（３）国語，算数（数学），理科，社会の異
なる教師による授業における観察対象児童
生徒の挙手率および授業参加率を調べた。そ
のうえで，どのような場面でワーキングメモ
リの小さい児童生徒が挙手を行うのか，どの
ような授業でワーキングメモリの小さい児
童生徒の参加率が上がるのかを調べ，その授
業の特徴を分析した。 
 
（４）（３）で明らかにした授業の特徴（支
援方略）について，小学校，中学校において
教師に研修会を行い，それぞれの学校でユニ
バーサルデザインのカリキュラム案を開発
するように促した。また，そのような支援方
略が授業案としてモデル化されている「先行
学習」を中学校で実践し，その授業におい
てワーキングメモリの小さい生徒の授業参
加がどのように影響を受けるかを調べた。先
行学習では，授業前に教科書の予習を生徒に
求め，授業の活動が以下の流れで統一されて
いる。学習の結論の共書（教師が黒板に書く
とのと同時に，児童・生徒がノートに書く）
→理解の自己評価→教師による補足説明→
活用問題→理解の自己評価。 
 
４．研究成果 
 本研究の成果を以下，目的と方法に沿って
4点にまとめる。 
（１）個人差が見られたが，ワーキングメモ
リの小さい児童生徒は，教科や担当の教師に
かかわらず，一般に，ワーキングメモリの中
程度の児童生徒に比べ，授業参加が少ない傾
向が見られた。特に，「他児発言」，「教師説
明」の場面で，ワーキングメモリの小さい児
童生徒は，授業の参加が少なかった。また，
ワーキングメモリの小さい児童生徒は，担任
の教師に，「活動中，次のステップに進むた
めに，教師による頻繁な言葉がけが必要であ
る」「教師の発問に答えようと挙手はするも
のの，いざ指名されると，何を言おうとして
いたのかを忘れる」「複雑な活動において，
途中で何をしているのか分からなくなる」な
どと見なされていることが多いことが分か
った。 
 



（２）ワーキングメモリの小さい児童生徒が
最初，挙手しなかったが，途中で，挙手した
場面において，教師が次のような方略を用い
ていた。 
①発問の前に児童に考える時間を与えてか
ら発問する。 
②発問をもう一度繰り返す。 
③いくつかの具体的な選択肢を教師が提示
した上で発問する。 
また，ワーキングメモリの小さい児童生徒が
参加しやすい授業として，以下のような共通
した特徴が見られた。 
①授業の冒頭，前回の授業内容を振り返らせ，
児童生徒に発言させ，その後にその時間の内
容を説明する。 
②2～3 種類の選択肢を児童生徒に提示した
上で，まずノートに意見のみ記入させる。そ
の後で児童生徒に理由をノートに記入させ
る。 
③児童生徒の発言の後，簡潔にまとめたり分
かりやすい表現に 言い換えたりする。 
 
（３）ワーキングメモリの小さい児童生徒を
含めたクラスのすべての児童生徒が参加し
やすいユニバーサルデザインとして以下の
ように授業方略を分類し，まとめた。 
①情報の整理：情報の構造を簡潔に提示する
「情報の構造化」と，子どもが得意とするチ
ャンネルで情報を受け取れたり，情報を補え
たりできるよう，情報を聴覚的・視空間的側
面から提示する「多重符号化」がある。前者
の例として，授業の冒頭，学習目標を板書す
ること，後者の例として，「教科書の○ペー
ジ」を開くよう指示をしながら，そのページ
を板書することが挙げられる。 
②情報の最適化：課題を細かいステップに区
切ったり，指示を短くしたりする「スモール
ステップ」，学習した内容のまとめを板書す
るといった「情報の統合」，課題にかかる時
間を想定しながら，時間の設定を調整する
「時間のコントロール」がある。 
③記憶のサポート：「記憶方略の活用」「長期
記憶の活用」「補助教材の利用」がある。「記
憶方略の活用」の例として，音声リハーサル
を利用し，音声情報を口頭で繰り返すことが
挙げられる。「長期記憶の活用」には，たと
えば，前回の授業内容の振り返りを行い，新
たな学習内容をすでに持っている知識との
関連づけを行うといった方法がある。「補助
教材の活用」は，たとえば，九九表を近くに
おくなど，覚えておくべき情報や参照すべき
情報などをカードなどの外部記憶に頼れる
ようにすることである。 
④注意のコントロール：学ぶべきことがらに
注意を向けやすくする「選択的注意」と，メ
タ認知を活用しながら学習に自ら取り組め
るように支援する「自己制御」がある。前者
の例として，いったん，子どもの注目を集め
てから（「はい，聞きましょう」など），指示
を出すといった方法が挙げられる。後者の例

として，子ども自身に，自らの学習の理解度
や進度をモニタリングするよう促したりす
ることである。 
 
（４）小学校，中学校，特別支援高等学校に
おいて，ユニバーサルデザインの授業を実施
することで以下の成果が見られた。 
①「先行学習」を中学校で実践することで，
その授業においてワーキングメモリの小さ
い生徒の授業参加が向上した。 
②ワーキングメモリのアセスメントの結果
を踏まえ，一人ひとりの生徒に合わせたサポ
ートファイルを作成し，そこに生徒が得意な
ことや苦手なことなどを記載し，それに対応
する方略を考えさせることで，自律的な学習
が促された。 
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